
明治時代初期､女子に学問は無用という意識

を持つ人も多く､年少者といえども家事を手伝

う家庭内での重要な労働力でした｡群馬は養蚕

県であり､桐生のような機業地では､女児が織子

として雇われることも多く､このようなことが､

就学率の低さにつながったのではないかと思わ

れます。

しかし､出席率は高く８割から９割の児童が

きちんと通っています｡家計が安定していれば､

学校でしっかり勉学に励みたいという向学心に

あふれた児童も多かったのでしょう｡

<学制その５へ続く>

☆参考『桐生市教育史』『群馬県教育史』
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桐生の教育史をたどる
【学制その４】 就学状況

今回は桐生地域に学校が設立された頃の就学

状況を見てみます｡具体的に確認できる資料に

乏しいのですが､『桐生市教育史』は､就学率と

出席率に関して『新宿学校沿革誌』をもとに『群

馬県教育史』の資料と比較した表を作成してい

ます(下表)｡

群馬県の就学率は､明治６年こそ全国平均よ

りも下ですが､その後は全国を上回り､９年には

50％を超え､この表には出ていませんが､12年

には69.8％(全国は41.3％)に達します｡就学の

奨励に熱心に取り組んだ県のひとつでした｡新

宿学校は､初年度63.8％と県平均のおよそ2.5

倍もの就学率を示します｡しかし､その後は一旦

持ち直すかと思わせるものの徐々に低下してし

まいます｡『桐生市教育史』は､その一因を新宿

は機屋が多かったので､織物業の景気変動が影

響したのではないかと述べています｡

男女差に注目すると､新宿学校では､女子の就

学率が低いことが読み取れます｡群馬県も同様

の傾向にあったようで､明治12年の｢群馬県年

報｣は､次[右上□]のように報じています｡
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新 宿 学 校 就 学 率 出 席 率
明

学 齢 人 員 就 学 人 員 新 宿 学 校 新宿
治 群馬 全国 群馬 全国

男 女 計 男 女 計 男 女 計 学校

年 人 人 ％ ％
６ 59 68 127 55 26 81 93.2 38.2 63.8 24.5 28.1 77.8 － －

７ 66 79 145 57 28 85 86.4 35.4 58.6 36.6 32.3 82.4 77.0 －

８ 78 83 161 59 28 87 75.6 33.7 54.0 39.3 35.4 89.7 70.0 73.2

９ 103 72 175 67 33 100 65.0 45.8 57.1 50.0 38.3 89.0 68.3 74.9

１０ 140 128 268 71 49 120 50.7 38.3 44.8 57.5 39.9 81.7 73.1 70.8

１１ 173 145 318 92 49 141 53.2 33.8 44.3 66.2 41.3 84.4 60.8 70.3

☆桐生地域は明治９年までは栃木県に属していますが､ここでは群馬県と比較しています｡
☆表は『桐生市教育史(上巻)』123ページから転載


